中世後期以降の古記録(日記) 資料を 日本語史学的に扱う際の視点 主に中世末期以降の公家日記の場合 by 後藤 英次
一は
じ
め
に
古
記
録
(
日
記)
資
料
の
う
ち
、
従
来
日
本
語
史
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
主
に
平
安
時
代
の
公
家
の
日
記
で
あ
っ
た
。
中
世
以
降
の
古
記
録
類
に
つ
い
て
は
、
公
家
日
記
に
し
ろ
公
家
以
外
の
日
記
(
武
家
の
日
記
等)
に
し
ろ
、
現
段
階
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
後
藤
英
次
(
二
〇
一
二)
(
以
下
、
前
稿
と
す
る)
に
お
い
て
、
中
世
以
降
の
古
記
録
の
研
究
の
意
義
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、
前
稿
で
は
、
中
世
以
降
の
古
記
録
(
日
記)
を
日
本
語
学
的
に
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
、
当
面
は
、
以
下
の
二
つ
の
方
針
を
採
る
の
が
有
効
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
旨
も
述
べ
た
。
そ
の
二
つ
と
は
、
ひ
と
つ
が
、
従
来
の
研
究
と
の
繋
が
り
か
ら
は
公
家
日
記
を
対
象
と
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
、
公
家
日
記
の
文
体
(
記
録
体)
の
変
化
の
様
相
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
平
安
時
代
か
ら
な
る
べ
く
下
っ
た
時
代
を
取
り
上
げ
る
の
が
得
策
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
古
記
録
(
日
記)
類
の
言
語
を
通
時
的
に
扱
う
際
に
考
慮
す
べ
き
問
題
に
つ
い
て
、
前
稿
で
は
十
分
に
は
触
れ
得
な
か
っ
た
点
を
中
心
に
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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中
世
後
期
以
降
の
古
記
録
(
日
記)
資
料
を
日
本
語
史
学
的
に
扱
う
際
の
視
点
主
に
中
世
末
期
以
降
の
公
家
日
記
の
場
合
後
藤
英
次
二研
究
史
・
補
遺
本
論
に
入
る
前
に
、
前
稿
で
触
れ
た
、
中
世
後
期
以
降
に
お
け
る
古
記
録
(
日
記)
の
研
究
史
に
若
干
の
補
遺
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
前
稿
で
遺
漏
の
あ
っ
た
も
の
、
並
び
に
前
稿
執
筆
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
、
併
せ
て
挙
げ
て
お
く
。
時
期
を
江
戸
時
代
前
期
ま
で
拡
げ
た
場
合
、
以
下
の
研
究
が
あ
る
(
発
表
順
に
掲
げ
る)
。
小
山
登
久
(
一
九
八
二)
｢
変
体
漢
文
の
文
体
史｣
『
講
座
日
本
語
学
７
文
体
史
Ⅰ』
明
治
書
院
柏
原
卓
(
一
九
八
五)
｢『
紀
州
藩
石
橋
家
家
乗』
の
表
記
・
文
章
・
語
彙｣
和
歌
山
大
学
『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要』
第
五
号(
一
九
八
七)
｢
紀
州
藩
石
橋
生
庵
『
家
乗』
の
方
言
語
彙｣
和
歌
山
大
学
『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要』
第
七
号
(
一
九
九
二)
｢
石
橋
生
庵
日
記
の
異
体
字｣
『
国
語
文
字
史
の
研
究』
第
一
集
堀
畑
正
臣
(
二
〇
〇
〇)
｢『
看
聞
日
記』
に
見
え
る
｢
記
録
語｣
(
一)
和
製
漢
語
の
場
合
｣
大
連
外
国
語
学
院
『
日
本
文
化
研
究』
第
二
集
大
連
理
工
大
学
出
版
社
平
澤
啓
(
二
〇
〇
三)
｢
江
戸
期
日
記
文
の
文
体｣
『
日
本
語
学』
第
二
二
巻
第
六
号
堀
畑
正
臣
(
二
〇
一
二)
｢
室
町
中
期
以
前
の
｢
生
涯｣
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て｣
『
明
月
記
研
究
記
録
と
文
学』
第
一
三
号
神
志
那
郁
(
二
〇
一
三)
｢『
上
井
覚
兼
日
記』
の
九
州
方
言
的
な
記
録
語
に
つ
い
て
『
島
津
家
文
書』
と
の
共
通
の
記
録
語
を
中
心
に
｣
『
国
語
国
文
研
究
と
教
育』
第
五
一
号
堀
畑
正
臣
(
二
〇
一
三
ａ)
｢
中
世
阿
蘇
文
書
に
見
え
る
記
録
語
を
め
ぐ
っ
て｣
吉
村
豊
雄
・
春
田
直
紀
編
『
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
地
域
社
会
と
宗
教』
清
文
堂
出
版
(
二
〇
一
三
ｂ)
｢
中
世
阿
蘇
文
書
に
見
え
る
九
州
方
言
的
な
中
世
記
録
語
を
め
ぐ
っ
て｣
『
国
語
国
文
学
研
究』
第
四
八
号
(
二
〇
一
三
ｃ)
｢『
看
聞
日
記』
に
於
け
る
｢
生
涯｣
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て｣
『
国
語
語
彙
史
の
研
究』
第
三
二
集
(
二
〇
一
四
ａ)
｢『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記』
の
｢
生
涯｣
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に
於
け
る
｢
命
を
失
う｣
の
意
味
の
登
場｣
『
国
語
国
文
学
研
究』
第
四
九
号
(
二
〇
一
四
ｂ)
『
室
町
中
期
の
古
記
録
・
古
文
書
に
於
け
る
記
録
語
・
記
録
語
法
の
研
究』
科
研
費
報
告
書
小
山
(
一
九
八
二)
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
小
山
(
一
九
九
六)
の
第
四
章
第
四
節
｢
記
録
体
の
推
移
(
概
略)｣
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
山
(
一
九
八
二)
と
小
山
(
一
九
九
六)
と
で
は
記
述
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
小
山
(
一
九
九
六)
で
は
、
室
町
時
代
に
つ
い
て
は
大
幅
に
加
筆
す
る
一
方
で
、
江
戸
時
代
に
つ
い
て
の
記
述
は
削
除
し
て
い
る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
小
山
(
一
九
八
二)
よ
り
、
中
世
後
期
以
降
の
古
記
録
に
関
連
す
る
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。
室
町
時
代
の
変
体
漢
文
の
文
献
に
つ
い
て
、
そ
の
文
体
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
語
序
の
破
格
の
型
式
に
つ
い
て
は
、
前
代
と
同
じ
で
あ
る
。
語
彙
の
面
で
も
、
使
用
さ
れ
る
和
製
漢
語
に
つ
い
て
は
、
前
代
と
大
き
く
異
な
る
点
は
な
い
が
、
和
語
の
中
に
、｢
藪
医
師
(
ヤ
ブ
ク
ス
シ)｣
｢
懸
御
目
(
オ
メ
ニ
カ
カ
ル)｣
な
ど
の
、
こ
の
時
代
の
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
形
式
名
詞
の
｢
段ダン(
こ
と
の
意)｣
が
登
場
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
…
(
中
略)
…
次
に
、
表
記
の
面
で
は
、
右
の
『
晴
富
宿
禰
記』
に
は
、
毎
月
の
始
め
の
日
の
記
述
の
冒
頭
部
な
ど
に
駢
文
型
式
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
駢
文
型
式
と
変
体
漢
文
体
と
の
結
合
体
で
あ
る
。
…
(
中
略)
…
室
町
初
期
の
『
教
言
卿
記』
に
は
、
地
の
文
に
か
な
り
の
量
の
仮
名
表
記
が
見
え
る
が
、
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
語
に
は
、
特
に
助
詞
が
多
く
、
そ
れ
が
文
章
中
に
散
在
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
日
記
は
、
表
記
上
、
平
安
時
代
の
『
殿
暦』
の
系
統
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
、
仮
名
交
じ
り
変
体
漢
文
体
に
属
す
る
も
の
と
言
え
る
。『
言
経
卿
記』
に
も
地
の
文
に
仮
名
表
記
が
多
い
が
、
こ
の
方
は
仮
名
が
文
章
中
に
集
中
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
広
い
意
味
で
、
こ
の
文
体
の
系
列
に
入
る
も
の
と
み
て
も
さ
し
つ
か
え
は
な
か
ろ
う
。
次
に
江
戸
時
代
の
文
献
を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。
自
筆
本
の
存
在
す
る
『
三
藐
院
記』
(
近
衛
信
尹
作)
と
、『
本
源
自
性
院
記』
(
近
衛
信
尋
作)
と
を
と
り
あ
げ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
仮
名
表
記
が
多
く
な
る
の
で
、
語
序
の
破
格
の
例
は
前
代
よ
り
も
少
な
く
な
る
。
し
か
し
、
漢
文
と
し
て
反
読
す
べ
き
助
字
は
、
ほ
と
ん
ど
反
読
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さ
れ
て
い
る
。
…
(
中
略)
…
語
彙
の
面
で
は
、
和
製
漢
語
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
和
語
の
面
で
、｢
大
筈
オ
ホ
ハ
ズ
(
無
責
任
で
い
い
か
げ
ん
な
こ
と)｣
｢
仕
合
シ
ア
ハ
セ
(
物
事
の
や
り
方)｣
、
〈
マ
マ
〉
｢
盃
ヲ
ノ
マ
ス｣
な
ど
、
こ
の
時
代
の
言
語
と
思
わ
れ
る
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
表
記
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
仮
名
表
記
が
多
く
な
り
、『
三
藐
院
記』
は
変
体
漢
文
体
(
漢
文
体)
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
の
混
合
体
で
あ
り
、『
本
源
自
性
院
記』
は
、
仮
名
表
記
が
『
三
藐
院
記』
ほ
ど
は
目
立
た
な
い
が
、
や
は
り
、
こ
れ
に
近
い
文
体
と
言
え
よ
う
。
公
家
日
記
も
江
戸
時
代
の
も
の
に
な
る
と
、
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
語
が
増
え
て
し
だ
い
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
的
な
も
の
に
近
づ
く
の
が
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
形
容
詞
の
連
体
形
の
活
用
語
尾
｢
シ
キ｣
｢
シ
ク｣
を
漢
字
｢
敷｣
で
記
す
こ
と
は
前
代
の
『
庭
訓
往
来』
に
も
見
え
る
が
、
こ
の
時
代
の
公
家
日
記
に
も
、
た
と
え
ば
、｢
な
か


敷
(
シ
キ)｣
の
よ
う
に
記
し
た
例
が
見
え
て
、
こ
れ
は
前
述
の
、
本
来
反
読
す
べ
き
助
字
は
ほ
と
ん
ど
反
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
共
に
、
こ
の
時
代
の
｢
御
触
書｣
や
｢
候
文｣
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
と
い
う
早
い
段
階
で
、
江
戸
時
代
の
公
家
日
記
に
つ
い
て
ま
で
取
り
上
げ
、｢
変
体
漢
文｣
の
通
時
的
な
流
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。｢
御
触
書｣
や
｢
候
文｣
と
の
つ
な
が
り
に
言
及
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
資
料
も
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
か
、
記
述
は
非
常
に
概
括
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
調
査
・
検
討
を
要
す
る
部
分
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
山
(
一
九
九
六)
で
江
戸
時
代
に
つ
い
て
の
記
述
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
柏
原
(
一
九
八
五)
・
同
(
一
九
八
七)
・
同
(
一
九
九
二)
、
平
澤
(
二
〇
〇
三)
は
紀
州
藩
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
武
家
記
録
の
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
他
に
、
平
澤
に
は
、
資
料
の
時
代
は
下
る
が
関
連
す
る
研
究
と
し
て
、｢『
小
梅
日
記』
の
口
語
文
法
の
混
用｣
『
き
の
く
に
国
文
教
育
と
研
究』
第
六
号
(
二
〇
〇
二)
も
あ
る
。
神
志
那
(
二
〇
一
三)
、
堀
畑
(
二
〇
一
三
ａ)
・
同
(
二
〇
一
三
ｂ)
は
、『
上
井
覚
兼
日
記』
に
見
え
る
記
録
語
を
手
が
か
り
と
し
た
研
究
。
堀
畑
(
二
〇
一
二)
・
同
(
二
〇
一
三
ｃ)
・
同
(
二
〇
一
四
ａ)
は
｢
生
涯｣
と
い
う
語
の
意
味
・
用
法
を
め
ぐ
っ
て
の
研
究
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
堅
実
な
研
究
で
は
あ
る
が
、
記
録
体
と
い
う
文
体
(
の
骨
格
・
枠
組
み)
の
推
移
(
変
化
・
変
質)
と
い
っ
た
問
題
を
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捉
え
よ
う
と
す
る
、
筆
者
の
興
味
・
関
心
と
は
、
問
題
意
識
が
や
や
異
な
る
。
前
稿
で
述
べ
た
研
究
史
の
全
般
的
傾
向
に
書
き
替
え
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
１)
。
な
お
、
こ
の
他
に
、
記
録
(
日
記)
類
に
つ
い
て
の
、
日
本
語
研
究
者
の
言
及
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
日
記
資
料
に
は
、
時
代
を
超
え
て
、
日
記
と
し
て
の
共
通
性
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
参
考
に
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
大
正
時
代
の
も
の
に
つ
い
て
ま
で
掲
げ
て
お
く
。
○
田
中
章
夫
(
一
九
七
七)
｢
江
戸
時
代
の
文
章
活
動｣
｢
三
文
章
活
動
と
文
体｣
｢
日
記
・
記
録｣
『
現
代
作
文
講
座
８
文
章
活
動
の
歩
み』
明
治
書
院
以
上
述
べ
た
よ
う
な
文
体
〈
引
用
者
注
日
光
東
照
宮
社
家
『
御
番
所
日
記』
＝
漢
文
調
候
文
体
、『
馬
琴
日
記』
＝
漢
文
調
候
文
体
か
ら
や
や
逸
脱
し
た
も
の
、
一
茶
『
父
の
終
焉
日
記』
＝
和
文〉
は
、
日
記
・
記
録
の
類
の
文
体
と
し
て
、
ほ
ぼ
幕
末
ま
で
保
た
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
漢
文
臭
の
強
い
も
の
は
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
○
飛
田
良
文
(
一
九
七
七)
｢
明
治
時
代
の
文
章
活
動｣
｢
四
個
人
の
文
章
公
表
し
な
い
文
章｣
｢
２
日
記｣
同
右
日
記
は
個
人
が
私
に
記
録
す
る
備
忘
録
で
あ
り
、
毎
日
の
で
き
ご
と
の
記
録
で
あ
る
。
他
人
に
は
見
せ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
人
心
の
機
微
が
あ
ら
わ
れ
る
興
味
あ
る
文
章
で
あ
る
。
た
だ
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
そ
の
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
○
中
村
明
(
一
九
七
七)
｢
大
正
時
代
の
文
章
活
動｣
｢
三
言
語
生
活
の
点
描｣
｢
６
日
記｣
同
右
最
も
小
規
模
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
日
記
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
最
も
小
規
模
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
ゆ
え
に
社
会
性
が
乏
し
く
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
表
現
・
文
体
・
表
記
等
の
社
会
的
な
変
化
の
反
映
が
遅
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
個
人
に
つ
い
て
は
社
会
的
慣
例
を
破
っ
て
最
も
早
期
に
口
語
体
を
採
用
し
、
別
の
あ
る
個
人
に
つ
い
て
は
、
世
間
に
お
け
る
口
語
化
の
動
き
を
よ
そ
に
、
最
も
遅
く
ま
で
文
語
体
を
維
持
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
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三古
記
録(
日
記)
の
文
体
の
変
化
を
捉
え
る
た
め
に
(
一)
公
家
日
記
の
元
来
の
あ
り
方
中
世
末
期
以
降
の
古
記
録
(
公
家
日
記)
の
中
に
は
、
平
安
時
代
の
そ
れ
と
は
、
か
な
り
異
な
っ
た
様
相
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
藤
(
二
〇
一
二)
・
同
(
二
〇
一
三)
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
確
認
し
た
記
録
体
の
変
化
は
、
記
録
(
日
記)
の
あ
り
方
等
に
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
記
録
(
日
記)
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
さ
て
、
一
般
に
中
世
以
前
の
公
家
の
日
記
は
、
私
的
な
事
柄
や
そ
の
感
想
よ
り
も
、
宮
中
行
事
・
儀
式
の
次
第
・
作
法
等
の
方
に
多
く
の
筆
を
費
や
し
て
い
る
。
儀
式
等
の
際
に
先
例
(
有
職
故
実)
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
次
第
を
詳
細
に
記
録
し
て
お
い
て
、
後
の
参
考
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
自
家
の
先
祖
の
日
記
だ
け
で
は
な
く
、
他
家
の
日
記
を
借
覧
・
書
写
す
る
よ
う
な
こ
と
も
よ
く
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
先
例
を
知
る
手
が
か
り
に
す
る
た
め
、
多
数
の
日
記
の
中
か
ら
関
連
記
事
を
抽
出
し
て
、
儀
式
・
行
事
ご
と
に
記
事
を
分
類
・
集
成
し
た
部
類
記
も
作
ら
れ
た
。
現
代
の
日
記
の
多
く
は
私
的
な
事
柄
や
感
想
を
中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
他
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
人
は
例
外
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
(
２)
が
、
中
世
以
前
の
公
家
た
ち
は
子
孫
を
は
じ
め
と
す
る
後
の
世
の
人
が
参
照
す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
書
い
て
い
た
。
こ
の
相
違
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
平
安
時
代
以
来
、
公
家
た
ち
に
と
っ
て
、
日
記
を
つ
け
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
は
、
以
下
の
資
料
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
〇
九
条
師
輔
『
九
条
右
丞
相
遺
誡』
(
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る)
遺
誡
并
日
中
行
事
〈
造
時
可
張
座
右〉
先
起
称
属
星
名
字
[
七
遍]
…
中
略
…
、
次
取
鏡
見
面
、
見
暦
知
日
吉
凶
、
次
取
楊
枝
向
西
洗
手
、
次
誦
仏
名
及
可
念
尋
常
所
尊
重
神
社
、
次
記
昨
日
事
〈
事
多
日
々
中
可
記
[
之]〉
、
次
取
粥
、
次
梳
頭
…
中
略
…
、
夙
興
照
鏡
、
先
窺
形
体
変
、
次
見
暦
書
、
可
知
日
之
吉
凶
、
年
中
行
事
、
略
注
付
件
暦
、
毎
日
視
之
次
先
知
其
事
、
兼
以
用
意
、
又
昨
日
公
事
、
若
私
不
得
止
事
等
、
為
備
忽
忘
、
又
聊
可
注
付
件
暦
、
但
其
中
要
枢
公
事
、
及
君
父
所
在
事
等
、
別
以
記
之
可
備
後
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鑑
、
〇
中
原
師
元
『
中
外
抄』
下
巻
・
二
又
仰
(
藤
原
忠
実)
云
、｢
江
帥
(
大
江
匡
房)
ヲ
ハ
見
き
や｣
。
申
云
(
中
原
師
元)
、｢
不
見
候｣
。
仰
云
、
｢
尤
遺
恨
也
。
…
中
略
…
｢
関
白
(
大
江
匡
房
云)
摂
政
ハ
詩
作
テ
無
益
也
。
公
事
大
切
也
。
学
文
せ
さ
せ
給
へ
き
様
ハ
、
紙
三
十
枚
ヲ
続
テ
、
通
国
(
大
江)
様
の
物
ヲ
御
傍
ニ
居
テ
、『
只
今
馳
参』
ナ
ト
可
令
書
給
。
又
『
今
日
天
晴
。
依
召
参
内』
な
と
可
令
書
給
。
君
不
知
食
文
字
候
は
ゝ
、
可
令
問
彼
給
。
件
文
二
巻
、
タ
ヽ
令
書
給
ナ
ハ
、
う
る
せ
き
学
生
也
。
四
五
巻
ニ
及
な
ハ
、
不
能
左
右
事
也｣
。
仍
か
や
う
ニ
せ
し
程
ニ
、
日
記
無
程
見
て
き｣
。
『
九
条
右
丞
相
遺
誡』
の
傍
線
部
で
、
師
輔
は
、
日
記
を
つ
け
る
こ
と
を
公
家
の
当
然
の
た
し
な
み
と
し
て
求
め
て
い
る
。
日
々
の
政
務
や
儀
式
を
執
り
行
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
日
記
を
つ
け
る
こ
と
は
必
要
な
行
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
中
外
抄』
の
引
用
部
分
は
、
大
江
匡
房
が
藤
原
忠
実
に
日
記
を
書
く
こ
と
を
勧
め
た
と
い
う
話
で
あ
る
(
３)
。
ち
な
み
に
、
引
用
部
分
の
直
前
の
下
巻
・
一
に
は
先
例
・
故
実
が
問
題
に
な
る
話
が
あ
る
。
両
話
は
、
公
家
社
会
に
お
い
て
先
例
・
故
実
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
先
例
・
故
実
を
伝
え
る
た
め
に
日
記
が
い
か
に
重
視
さ
れ
た
の
か
を
伝
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
記
録
と
い
う
作
業
が
後
人
の
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、｢
為
後
鑑｣
等
の
表
現
が
日
記
中
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
平
安
〜
室
町
期
の
日
記
か
ら
例
を
掲
げ
て
お
く
。
〇『
兵
範
記』
久
寿
二
年
(
一
一
五
五)
正
月
二
十
一
日
今
日
下
官
祗
候
高
陽
院
御
方
之
間
、
密
々
於
休
所
簾
中
伺
見
、
次
第
作
法
等
、
粗
為
後
鑑
所
記
録
也
〇『
玉
葉』
安
元
二
年
(
一
一
七
六)
正
月
十
一
日
土
記
之
説
不
審
、
仍
為
後
鑑
記
子
細
而
已
〇『
玉
葉』
寿
永
三
年
(
一
一
八
四)
正
月
五
日
〈
霊
託〉
又
云
、
義
仲
不
可
久
、
頼
朝
又
可
然
、
平
氏
若
有
運
歟
、
極
可
依
其
所
行
云
々
、
…
中
略
…
、
此
託
言
事
為
後
鑑
記
之
〇『
薩
戒
記』
応
永
三
十
三
年
(
一
四
二
六)
正
月
六
日
大
将
被
巻
返
続
紙
、
自
端
、
…
中
略
…
、
加
様
ニ
悉
巻
返
畢
マ
テ
中
ニ
持
也
、
叙
位
ハ
自
奥
書
故
ニ
端
ヘ
ハ
不
巻
返
レ
ハ
如
此
歟
、
其
持
様
為
後
鑑
注
絵
図
、〈
絵
図
省
略〉
ま
た
、
直
接
に
｢
子
孫｣
の
た
め
に
記
録
し
た
旨
を
述
べ
た
も
の
も
あ
る
。〇『
玉
葉』
寿
永
二
年
(
一
一
八
三)
八
月
二
日
伝
聞
、
…
〈
内
容
省
略〉
…
、
雖
為
秘
事
、
希
異
之
珍
事
、
為
令
67
知
子
孫
所
記
置
也
〇『
建
内
記』
嘉
吉
元
年
(
一
四
四
一)
二
月
十
六
日
可
用
先
日
草
也
、
万
一
有
同
文
章
者
雖
臨
期
可
引
直
之
由
談
了
、
…
中
略
…
、
此
事
向
後
只
可
用
一
草
事
也
、
為
無
廃
忘
能
々
可
暗
誦
一
草
也
、
為
子
孫
記
之
、
な
お
、
公
事
(
朝
儀
・
政
務)
の
記
録
が
公
家
の
日
記
の
本
質
(
中
心)
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
記
で
あ
る
以
上
、
同
時
に
巷
間
で
話
題
に
な
っ
た
事
柄
が
記
さ
れ
た
り
、
ご
く
個
人
的
な
事
柄
等
(
４)
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
当
然
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
実
関
係
の
み
な
ら
ず
(
こ
れ
と
て
記
主
の
主
観
的
な
把
握
で
は
あ
る
が)
、
個
人
的
な
感
情
や
評
価
も
(
記
主
次
第
で
は
あ
る
が)
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
家
日
記
に
お
け
る
｢
二
面
性｣
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
も
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
(
二)
公
家
日
記
の
あ
り
方
の
変
化
内
容
な
ど
右
に
見
た
公
家
日
記
の
あ
り
方
に
は
、
中
世
後
期
に
変
化
が
起
こ
る
。
石
田
吉
貞
(
一
九
五
七)
や
斎
木
一
馬
(
一
九
七
九)
・
同
(
一
九
九
〇)
等
の
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
斎
木
(
一
九
七
九)
を
引
用
し
て
お
く
。
室
町
中
期
に
な
る
と
、
応
仁
大
乱
の
戦
禍
と
乱
後
の
荒
廃
と
に
よ
っ
て
、
公
家
の
窮
乏
は
は
な
は
だ
し
く
、
ま
た
先
祖
伝
来
の
記
録
文
書
は
戦
乱
と
火
災
等
に
よ
り
隠
滅
し
た
…
中
略
…
都
に
留
ま
っ
た
人
た
ち
は
皇
室
を
中
心
に
、
ひ
た
す
ら
公
家
文
化
の
伝
統
を
護
持
し
つ
つ
兵
乱
の
終
熄
と
朝
儀
の
復
興
を
ね
が
っ
て
や
ま
ず
、
古
典
お
よ
び
儀
礼
の
研
究
に
励
む
か
た
わ
ら
、
盛
ん
に
先
祖
の
日
記
の
複
本
を
作
り
、
ま
た
自
ら
も
日
記
の
筆
録
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
…
中
略
…
た
だ
し
、
朝
儀
は
す
で
に
廃
絶
し
て
形
の
み
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
等
の
日
記
の
内
容
は
、
皇
室
を
中
心
と
す
る
学
芸
記
事
等
の
ほ
か
は
、
世
事
と
身
辺
の
雑
事
と
に
わ
た
っ
て
著
し
く
多
面
化
し
、
か
つ
一
ッ
書
き
の
様
式
を
と
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
(
引
用
は
斎
木
(
一
九
八
九)
に
よ
る
。
ま
た
、
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る)
内
容
の
多
面
化
、
一
ッ
書
き
の
様
式
の
採
用
と
い
っ
た
指
摘
が
注
目
さ
れ
る
(
５)
。
儀
礼
の
記
述
(
い
わ
ば
公
的
日
記)
か
ら
世
事
の
記
述
(
見
聞
記
述)
へ
と
い
う
、
日
記
内
容
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
林
屋
辰
三
郎
(
一
九
七
五)
も
、
そ
の
序
章
｢
日
本
の
貴
族｣
の
｢
三
貴
族
と
日
記｣
の
中
等
で
指
摘
し
て
お
り
、｢
社
会
的
変
革
に
相
応
す
る
変
化
(
６)｣
と
し
て
い
68
る
。
最
近
で
は
、
松
薗
斉
(
二
〇
一
一)
が
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
引
用
し
て
示
し
て
お
く
。
一
四
世
紀
の
初
頭
、
鎌
倉
幕
府
の
崩
壊
、
そ
れ
に
続
く
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
政
権
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
日
本
は
、
一
〇
〇
年
近
い
動
乱
の
時
代
に
入
る
。
…
中
略
…
王
朝
国
家
の
中
枢
に
あ
る
朝
廷
及
び
公
家
社
会
に
は
大
き
な
被
害
を
与
え
、
平
安
中
期
以
来
、
数
多
く
の
日
記
を
記
し
続
け
て
き
た
王
朝
貴
族
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
…
中
略
…
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
前
代
か
ら
進
み
つ
つ
あ
っ
た
王
朝
政
権
の
政
治
的
退
潮
が
、
こ
の
時
期
、
加
速
度
的
に
進
行
し
、
古
代
以
来
、
彼
ら
が
保
持
し
て
き
た
国
家
的
な
政
事
ま
つ
り
ご
と(
そ
れ
自
体
、
す
で
に
虚
構
と
な
っ
て
久
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が)
を
衰
微
さ
せ
た
。
結
果
、
公
事
情
報
の
交
換
の
場
は
失
わ
れ
、
日
記
の
利
用
低
下
は
、
そ
の
情
報
装
置
と
し
て
の
機
能
を
失
わ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
記
は
記
し
続
け
ら
れ
て
い
く
。
公
事
情
報
以
外
の
日
常
生
活
中
心
の
そ
の
日
記
は
、
子
孫
た
ち
に
そ
れ
程
役
立
つ
と
は
思
わ
れ
な
い
内
容
ば
か
り
で
記
面
が
埋
め
ら
れ
て
い
く
。
代
々
書
き
継
が
れ
て
き
た
｢
家｣
の
日
記
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
自
己
の
存
在
意
義
を
示
す
も
の
だ
か
ら
書
き
続
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
｢
家｣
の
職
務
と
し
て
割
り
切
っ
て
い
た
の
か
。
も
う
少
し
別
な
目
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。(
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る)
中
世
も
後
期
に
な
っ
て
く
る
と
、
公
家
た
ち
の
日
記
か
ら
公
事
に
関
す
る
記
述
が
減
少
し
、
彼
等
の
子
孫
た
ち
に
も
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
(
７)
。
以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
室
町
中
期
(
応
仁
・
文
明
の
乱)
以
降
の
公
家
日
記
に
は
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
比
べ
て
、
内
容
や
そ
の
利
用
の
さ
れ
方
に
、
相
当
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
(
三)
公
家
日
記
の
あ
り
方
の
変
化
形
式
面
な
ど
さ
て
、
前
節
で
見
た
公
家
日
記
の
内
容
面
で
の
変
化
は
、
日
記
の
形
式
(
形
態)
等
に
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
子
孫
を
は
じ
め
と
す
る
後
人
に
と
っ
て
役
立
つ
内
容
が
減
り
、
公
事
に
関
す
る
情
報
を
得
る
た
め
の
日
記
の
利
用
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
波
及
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
ま
69
ず
は
、
浄
書
本
お
よ
び
写
本
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
繋
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
世
後
期
(
特
に
末
期)
以
降
の
日
記
に
な
る
と
『
国
書
総
目
録』
を
見
て
も
、
あ
ま
り
写
本
を
持
た
な
い
も
の
が
多
い
(
８)
。
ま
た
、
自
筆
原
本
が
残
る
場
合
、
そ
の
書
き
ぶ
り
は
後
人
を
意
識
し
な
い
か
の
よ
う
な
も
の
も
目
に
付
く
。
た
と
え
ば
、
山
科
言
経
の
『
言
経
卿
記』
に
つ
い
て
大
日
本
古
記
録
の
｢
解
題｣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。｢
言
経
は
、
天
皇
の
意
向
を
請
け
て
し
ば
し
ば
『
公
卿
補
任』
や
『
補
任
歴
名』
等
の
追
筆
や
清
書
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
程
の
能
筆
と
し
て
当
代
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
記
は
か
な
り
乱
雑
な
読
み
辛
い
筆
勢
で
綴
ら
れ
て
い
る｣
。
記
主
本
人
さ
え
読
め
れ
ば
い
い
と
い
う
趣
で
あ
る
。
か
つ
て
は
行
わ
れ
て
い
た
利
用(
検
索)
の
便
を
は
か
る
た
め
の
種
々
の
作
業
、
た
と
え
ば
首
書
・
頭
書
(
見
出
し)
を
書
き
つ
け
た
り
、
記
事
内
容
の
目
録
を
と
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
９)
。
さ
ら
に
は
、
日
記
の
表
紙
や
冒
頭
等
に
、
記
主
が
そ
の
年
の
自
身
の
位
階
・
官
職
や
花
王
・
年
齢
を
書
く
こ
と
も
、
同
様
の
官
歴
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
子
孫
た
ち
が
、
必
要
な
記
事
を
参
照
し
や
す
く
す
る
効
果
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
中
世
末
期
以
降
の
日
記
に
お
い
て
は
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
が
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
記
主
の
個
人
的
な
資
質
や
考
え
に
左
右
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
配
慮
し
て
も
よ
い
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
挙
げ
た
項
目
は
、
形
式
的
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
言
語
的
な
特
徴
と
な
ん
ら
か
の
相
関
性
を
持
つ
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
言
語
的
な
調
査
と
併
せ
て
、
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
(
四)
公
家
日
記
の
あ
り
方
と
そ
の
言
語
(
イ)
表
記
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
公
家
日
記
の
あ
り
方
が
、
中
世
後
期
(
特
に
室
町
中
期)
以
降
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
記
録
内
容
か
ら
言
え
ば
、
公
事
の
記
録
か
ら
身
辺
雑
記
的
な
も
の
へ
と
の
変
化
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
日
記
の
形
式
的
な
部
分
で
も
関
わ
る
も
の
が
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
半
ば
公
的
な
も
の
と
も
言
え
た
日
記
が
、
私
的
な
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
現
代
的
な
日
記
に
近
づ
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
70
と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
家
日
記
の
あ
り
方
の
変
化
は
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
言
語
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
室
町
時
代
の
公
家
日
記
に
つ
い
て
述
べ
た
、
今
野
真
二
(
二
〇
一
五)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
室
町
時
代
に
男
性
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
日
記
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
｢
漢
文
で
日
記
を
記
す｣
と
い
う
こ
と
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
も
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
、
室
町
時
代
に
お
い
て
も
、
特
殊
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
記
は
…
中
略
…
｢
記
録｣
で
あ
り
、
特
に
、
儀
式
や
政
務
の
手
続
き
や
作
法
に
つ
い
て
の
｢
記
録｣
あ
る
い
は
｢
マ
ニ
ュ
ア
ル｣
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
と
か
か
わ
る
と
考
え
る
。｢
記
録｣
や
｢
マ
ニ
ュ
ア
ル｣
は
な
に
ほ
ど
か
｢
公
性｣
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
し
た
｢
公
性｣
を
も
つ
文
書
は
漢
字
で
記
す
、
つ
ま
り
漢
文
で
記
す
の
が
自
然
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
…
中
略
…
言
語
情
報
を
文
字
化
し
て
残
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に
、
そ
の
｢
残
す｣
と
い
う
こ
と
と
｢
公
性｣
と
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
漢
字
で
書
き
、
中
国
語
で
書
く
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
今
野
(
二
〇
一
五)
の
言
う
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
男
性
の
日
記
は
、
た
し
か
に
基
本
は
｢
漢
文｣
(
的
表
記)
で
は
あ
る
が
、
実
は
細
か
に
観
察
す
る
と
、
仮
名
の
混
入
が
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
か
ら
、
仮
名
の
混
入
が
多
い
も
の
ま
で
種
々
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
表
記
様
式
(
お
よ
び
文
体)
は
均
一
で
は
な
い
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
小
山
登
久
(
一
九
九
六)
の
第
四
章
第
四
節
｢
記
録
体
の
推
移
(
概
略)｣
の
指
摘
で
あ
る
。
前
稿
で
も
ま
と
め
て
お
い
た
こ
と
だ
が
、
小
山
(
一
九
九
六)
は
、
室
町
時
代
の
公
家
日
記
は
、
内
容
に
関
し
て
、
公
事
の
描
写
や
故
実
に
関
す
る
記
述
を
目
的
に
す
る
も
の
と
、
個
人
の
生
活
の
記
録
を
目
的
に
す
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
と
し
、
後
者
の
日
記
に
は
通
常
の
地
の
文
で
仮
名
表
記
が
多
く
見
ら
れ
る
旨
を
述
べ
る
。
記
録
と
い
う
行
為
に
お
け
る
｢
公
性｣
の
意
識
が
薄
い
も
の
に
、
仮
名
の
混
入
が
多
い
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
逆
に
、｢
公
性｣
の
意
識
の
強
い
も
の
で
は
、
漢
文
的
表
記
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仮
名
の
混
入
の
多
い
例
と
し
て
、｢
文
体
は
仮
名
交
じ
り
文
で
、
他
の
公
家
日
記
が
和
製
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
と
大
き
な
違
い
を
見
せ
て
い
る
(
)｣
と
も
言
わ
れ
る
、
山
科
言
国
(
一
四
五
二
〜
一
五
〇
三)
の
『
言
国
卿
記』
を
引
い
て
み
る
。
〇『
言
国
卿
記』
文
亀
二
年
(
一
五
〇
二)
正
月
二
十
日
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一
、
今
日
廿
日
正
月
之
間
、
餅
ミ
ソ
ウ
ツ
(
味
噌
水)
ニ
テ
昼
酒
在
之
、
一
、
当
番
之
間
、
昼
時
分
ヨ
リ
参
内
畢
、
則
女
中
ニ
テ
寒
ト
テ
御
酒
云
々
、
一
、
竹
田
御
礼
参
云
々
、
長
橋
局
見
参
、
御
酒
被
下
云
々
、
一
、
長
橋
局
ニ
テ
昨
日
之
八
幡
ミ
ヤ
ケ
ト
テ
一
盞
在
之
、
一
、
彼
餅
ニ
テ
御
祝
在
之
、
番
衆
松
木
・
予
ニ
モ
御
ス
ヘ
ニ
テ
被
下
了
、
目
出
々
々
、
一
、
夜
松
木
・
予
御
前
ヘ
被
召
、
御
学
問
所
ノ
三
テ
ウ
(
畳)
敷
候
、
ス
コ
ク
御
物
語
共
在
之
、
一
、
番
衆
御
前
、
松
木
・
予
、
外
様
、
大
炊
御
門
・
章
長
朝
臣
云
々
、
｢
仮
名
交
じ
り
文｣
と
ま
で
言
え
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
は
あ
る
が
、
仮
名
の
混
入
が
か
な
り
多
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
記
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
事
情
報
と
い
う
よ
り
は
日
常
生
活
の
記
録
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
公
事
の
記
録
に
重
き
を
置
く
日
記
に
お
い
て
は
、
時
代
が
下
っ
て
も
漢
文
的
表
記
が
守
ら
れ
て
い
る
。｢
朝
廷
内
の
儀
式
の
復
興
・
整
備
、
石
清
水
八
幡
宮
・
伊
勢
神
宮
等
の
神
祇
関
係｣
の
記
事
が
多
い
と
さ
れ
る
(
)
、
久
我
通
誠
(
一
六
六
〇
〜
一
七
一
九)
の
『
通
誠
公
記』
を
引
い
て
み
る
。
〇『
通
誠
公
記』
貞
享
三
年
(
一
六
八
六)
正
月
一
日
一
天
泰
平
、
四
海
安
全
、
幸
甚
々
々
、
寅
始
剋
洗
浴
、
參
内
侍
所
、
卯
剋
愚
亭
於
東
庭
拝
天
地
四
方
諸
神
、
次
嘉
儀
了
、
辰
始
剋
候
番
、
節
会
也
、
内
弁
左
大
臣
、
外
弁
、
右
大
将
実
、・
下
官
…
六
名
略
…
、
次
将
左
、
雅
元
王
…
四
名
略
…
、
右
、
為
経
朝
臣
…
三
名
略
…
、
脂
燭
、
忠
能
朝
臣
…
八
名
略
…
、
奉
行
頭
左
中
将
基
勝
朝
臣
、
大
外
記
師
庸
朝
臣
、
官
務
季
連
朝
臣
、
以
下
可
尋
知
也
、
酉
始
剋
許
参
内
、
紫
段
(
)
平
緒
・
餝
剣
・
金
魚
袋
・
靴
、
召
具
諸
大
夫
一
人
、
淡
路
守
源
仲
見
、
布
衣
二
人
、
沓
持
・
笠
持
二
人
、
入
公
卿
間
、
戌
剋
許
外
弁
人
々
着
公
卿
間
、
此
間
右
大
将
予
被
招
云
、
依
可
無
出
御
之
由
、
内
弁
可
為
早
出
、
彼
卿
モ
早
出
之
由
、
然
者
下
官
自
謝
座
可
続
内
弁
之
由
被
示
、
令
承
諾
了
、
此
間
内
々
之
公
卿
・
雲
客
天
盃
頂
戴
也
、
暫
時
殿
下
御
參
、
次
内
弁
參
内
、
各
令
着
議
定
所
給
、
依
之
予
向
議
定
所
、
謁
殿
下
・
左
大
臣
之
処
、
左
大
臣
予
被
招
、
早
出
之
由
令
命
給
了
、
…
以
下
略
…
元
日
の
節
会
の
部
分
を
引
い
た
が
、
こ
の
日
の
記
事
で
は
引
用
し
た
部
分
の
後
も
、
詳
細
に
節
会
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る
。『
言
国
卿
記』
と
は
相
当
に
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
と
は
判
別
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
内
容
に
｢
公
性｣
が
あ
る
72
か
ど
う
か
で
表
記
様
式
が
こ
と
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
公
事
の
記
録
を
重
視
し
た
日
記
は
、
古
い
様
式
を
保
持
し
続
け
、
一
方
、
生
活
記
録
と
化
し
た
日
記
は
、
多
く
の
仮
名
の
混
入
を
許
し
た
の
で
は
な
い
か
。
(
ロ)
語
彙
・
語
法
に
つ
い
て
表
記
面
に
お
け
る
仮
名
の
混
入
は
、
日
記
で
使
用
さ
れ
る
語
彙
や
語
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
な
ぜ
な
ら
、
漢
字
専
用
で
表
記
す
る
場
合
に
は
、
お
お
む
ね
漢
文
訓
読
語
(
漢
文
訓
読
で
用
い
ら
れ
る
語
。
特
有
語
に
限
ら
な
い)
の
枠
内
の
語
し
か
使
用
し
え
な
い
訳
で
あ
る
が
、
仮
名
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
漢
文
訓
読
語
の
制
約
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
正
訓
表
記
で
は
表
記
し
え
な
か
っ
た
も
の
(
借
音
表
記
や
借
訓
表
記
を
す
る
し
か
な
か
っ
た
も
の)
が
、
仮
名
で
自
由
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
の
場
で
は
用
い
ら
れ
ず
、
漢
字
に
定
訓
と
し
て
結
び
つ
い
て
い
な
い
語
で
も
、
仮
名
で
な
ら
表
記
で
き
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
後
藤
英
次
(
二
〇
一
五)
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の
記
録
体
の
言
語
の
基
盤
に
日
常
口
頭
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
が
、
仮
名
表
記
さ
れ
た
語
を
見
る
と
、
中
世
後
期
(
特
に
末
期)
以
降
の
記
録
(
日
記)
の
言
語
の
基
盤
に
も
、
や
は
り
日
常
口
頭
語
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
が
、
漢
字
表
記
し
に
く
い
語
(
当
代
語
や
口
頭
語
と
目
さ
れ
る
も
の
を
含
む)
の
使
用
が
目
に
付
く
の
で
あ
る
。
日
記
の
場
合
、
お
そ
ら
く
は
時
代
が
下
っ
て
も
、
そ
の
文
章
の
基
盤
に
は
日
常
口
頭
語
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
世
末
期
以
降
の
日
記
か
ら
、
仮
名
表
記
語
の
例
を
二
三
挙
げ
て
お
こ
う
。
〇『
兼
見
卿
記』
天
正
十
五
年
(
一
五
八
七)
正
月
二
十
九
日
早
天
退
出
、
昨
夜
及
暁
天
、
於
御
局
御
酒
也
、
無
正
体
く
た
ひ
れ
、
平
臥
了
、
〇『
泰
重
卿
記』
寛
永
七
年
(
一
六
三
〇)
四
月
九
日
頓
而
帰
宅
也
、
行
水
に
て
草
臥
な
を
し
、
其
以
後
白
粥
食
、
初
夜
過
也
、
各
臥
申
候
也
、
｢
く
た
び
る
(
草
臥)｣
は
、
口
頭
語
的
な
語
と
考
え
ら
れ
る
(
)
が
、｢
及
暁
天｣
｢
平
臥
了｣
と
い
っ
た
記
録
体
の
特
徴
的
な
語
法
と
併
用
さ
れ
て
い
る
。
文
章
と
し
て
の
記
録
体
の
基
本
的
な
枠
組
み
(
骨
格)
は
維
持
し
つ
つ
、
口
頭
語
を
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
性
格
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
漢
字
表
記
し
に
く
い
語
が
、
間
々
仮
名
表
記
で
使
73
用
さ
れ
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
〇『
言
緒
卿
記』
慶
長
十
八
年
(
一
六
一
三)
五
月
十
三
日
明
日
於
相
国
寺
連
句
ニ
不
出
座
申
マ
シ
キ
由
申
遣
了
、
〇『
言
緒
卿
記』
元
和
五
年
(
一
六
一
九)
三
月
十
八
日
浄
華
院
ノ
別
時
今
日
ユ
(
行)
カ
ウ
ト
テ
老
母
・
御
茶
々
・
亀
同
道
、
妙
清
・
竹
・
長
被
来
了
、
〇『
泰
重
卿
記』
元
和
三
年
(
一
六
一
七)
正
月
一
日
此
日
卯
日
相
当
候
へ
共
、
卯
杖
調
進
ノ
人
依
無
之
、
卯
杖
奏
ナ
キ
也
、
地
下
之
役
人
存
之
者
一
人
ナ
キ
由
承
候
、
尤
ム
ツ
カ
シ
サ
ウ
ナ
ル
事
ニ
テ
候
間
、
道
理
に
て
候
、
内
弁
ニ
モ
少
不
案
内
之
様
承
候
、
永
代
断
絶
之
事
也
と
心
ア
ル
衆
笑
止
カ
リ
申
候
也
、
｢
マ
ジ
キ
由｣
は
典
型
的
な
記
録
体
で
は
｢
不
可
(
ベ
カ
ラ
ザ
ル)
由｣
と
あ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
も
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
語
法
的
に
も
口
頭
語
的
要
素
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
〇『
兼
見
卿
記』
天
正
十
四
年
(
一
五
八
六)
正
月
十
六
日
金
之
御
座
敷
、
小
御
所
ニ
被
立
置
也
、
先
令
祇
候
、
御
座
敷
拝
見
、
御
茶
湯
悉
黄
金
、
御
座
敷
勿
論
也
、
…
中
略
…
古
今
之
初
、
於
三
国
先
代
未
聞
也
、
見
事
さ
難
尽
筆
舌
、
驚
目




畢
、
諸
卿
同
前
也
、
豊
臣
秀
吉
の
黄
金
の
茶
室
を
見
て
驚
い
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。｢
見
事
さ｣
と
い
う
仮
名
の
混
入
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
｢
驚
目



｣
と
い
う
反
復
表
現
(
)
に
注
目
し
た
い
。
記
主
・
吉
田
兼
見
の
驚
き
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
な
表
現
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
文
末
は
、
記
録
体
の
特
徴
的
な
語
法
で
あ
る
｢
畢
(
ヲ
ハ
ン
ヌ)｣
で
結
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
書
き
ぶ
り
は
、｢
日
記
の
書
き
手
は
、
ま
こ
と
に
わ
が
ま
ま
に
書
く
。
そ
の
結
果
は
い
ち
じ
る
し
く
反
＝
日
本
語
的
な
文
章
に
な
る
(
)
。｣
等
の
文
言
を
想
起
さ
せ
る
。
今
回
こ
こ
に
掲
げ
た
用
例
は
、
類
例
の
中
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
お
お
よ
そ
の
様
子
は
窺
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
日
記
に
お
け
る
｢
公
性｣
が
薄
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仮
名
が
多
く
混
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
延
い
て
は
、
記
主
の
生
の
感
情
・
生
の
こ
と
ば
が
表
に
露
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。｢
公
性｣
の
薄
れ
は
、
他
者
の
目
を
意
識
し
な
く
て
も
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
も
繋
が
る
か
と
思
わ
れ
る
。
近
現
代
の
日
記
に
つ
い
て
の
も
の
言
い
で
は
あ
る
が
、｢
日
記
は
、
特
別
な
文
学
性
や
公
共
性
を
も
つ
も
の
は
別
と
し
て
、
自
分
に
だ
け
わ
か
れ
ば
い
い
も
の
で
、
他
人
に
見
せ
る
必
要
は
な
い
(
)
。｣
と
い
っ
た
あ
り
方
と
近
い
も
の
も
感
じ
ら
れ
る
。
74
な
お
、
当
然
な
が
ら
、
漢
字
表
記
を
専
ら
と
す
る
公
事
情
報
を
主
体
と
す
る
日
記
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
四
お
わ
り
に
以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
は
、
公
家
日
記
の
文
体
を
通
時
的
に
観
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
記
事
内
容
(
何
を
主
に
記
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か)
に
着
目
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
公
事
情
報
の
記
録
を
主
な
目
的
と
す
る
の
か
、
私
生
活
の
記
録
な
の
か
で
、
表
記
様
式
や
使
用
さ
れ
る
語
彙
に
相
違
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
、
公
事
情
報
の
記
録
か
ら
私
生
活
の
記
録
へ
と
化
し
た
日
記
は
、
言
語
的
に
も
相
応
の
変
化
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
い
ま
だ
概
括
的
な
把
握
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
今
後
は
、
個
別
の
日
記
の
内
容
と
そ
の
言
語
と
の
関
係
を
よ
り
精
確
に
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
[
注]
(
１)
な
お
、
語
史
・
語
誌
研
究
で
、
中
世
後
期
以
降
の
記
録
(
日
記)
に
関
わ
る
部
分
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
原
則
と
し
て
掲
げ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
近
藤
真
澄
(
一
九
七
二)
｢｢
い
し
い
し｣
に
つ
い
て
『
と
は
ず
が
た
り』
の
用
例
を
中
心
に
｣
名
古
屋
大
学
『
国
文
研
究』
第
一
号
、
位
藤
邦
生
(
一
九
七
七)
｢〈
研
究
余
滴〉
小
さ
な
語
誌
｢
雑
熱｣
に
つ
い
て
｣
『
国
文
学
攷』
第
一
五
六
号
。
(
２)
た
だ
し
、
現
代
で
も
、
小
学
校
の
宿
題
の
絵
日
記
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
(
公
開
日
記)
の
よ
う
な
、
他
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
日
記
も
あ
る
。
(
３)
『
中
外
抄』
下
巻
・
三
〇
に
は
次
の
よ
う
な
類
話
が
あ
る
。｢
…
前
略
…
。
我
参
詣
之
時
ニ
故
殿
(
藤
原
師
実)
仰
云
、｢
此
男
学
問
ヲ
せ
ぬ
こ
そ
遺
恨
な
れ｣
と
被
仰
し
か
ハ
、
匡
房
卿
申
云
、｢
摂
政
関
白
必
し
も
漢
才
不
候
ね
と
も
、
や
ま
と
た
ま
し
ひ
た
に
か
し
こ
く
お
は
し
ま
さ
は
、
天
下
ハ
ま
つ
り
こ
た
せ
給
な
ん
。
紙
を
四
五
巻
続
テ
『
只
今
可
令
馳
参
給』
、『
今
日
天
晴』
な
と
令
書
可
給
。
十
廿
巻
た
に
か
ゝ
せ
給
、
な
そ
学
生
に
ハ
な
ら
せ
給
な
ん｣
と
申
き
。
…
後
略
…｣
(
４)
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
藤
原
頼
長
の
『
台
記』
に
お
け
る
男
色
関
係
の
記
事
等
が
あ
る
。
な
お
、
藤
原
経
光
(『
民
経
記』)
の
よ
う
に
、
具
注
暦
を
利
用
し
た
｢
暦
記｣
に
は
私
的
な
記
事
を
書
き
、
反
故
を
再
利
用
し
た
｢
日
次
記｣
に
は
公
務
に
関
す
る
記
事
を
書
く
、
と
い
う
二
つ
の
日
記
の
使
い
分
け
を
し
た
例
も
あ
る
(
尾
上
陽
介
(
一
九
九
八))
。
(
５)
一
ッ
書
き
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
詳
し
い
検
討
は
し
な
い
が
、
従
来
の
指
摘
お
よ
び
問
題
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
ま
と
め
て
お
く
。
一
ッ
書
き
の
形
式
に
つ
い
て
、
益
田
宗
(
一
九
九
四)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。｢
一
打
ち
書
き
(
一
ッ
書
き)
の
日
記
が
あ
ら
わ
れ
75
た
の
も
、
こ
の
時
代
の
日
記
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
そ
の
初
め
が
い
つ
ご
ろ
か
不
明
で
あ
る
が
、
大
乗
院
門
跡
経
覚
の
日
記
『
経
覚
私
要
抄』
の
書
き
方
に
注
意
し
て
み
よ
う
。
彼
は
日
々
の
最
初
の
記
事
は
そ
の
ま
ま
書
き
始
め
る
が
、
次
の
記
事
か
ら
は
一
打
ち
書
き
に
す
る
。
…
用
例
省
略
…
し
か
し
、
尋
尊
・
政
覚
・
経
尋
等
の
日
記
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記』
で
は
、
初
め
か
ら
一
打
ち
書
き
で
あ
る
。
経
覚
と
同
じ
よ
う
な
書
き
方
、
日
の
最
初
は
一
打
ち
と
せ
ず
次
の
条
か
ら
一
打
ち
と
す
る
書
き
方
を
す
る
の
は
『
北
野
社
家
日
記』
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
初
期
の
形
式
で
あ
り
、｢
一｣
は
次
の
事
柄
の
記
事
に
移
る
こ
と
を
示
す
符
牒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
経
覚
と
同
時
代
の
山
科
教
言
の
日
記
『
教
言
卿
記』
は
日
の
初
め
の
条
か
ら
一
打
ち
書
き
で
あ
り
、
代
々
一
打
ち
書
き
の
日
記
を
後
世
に
続
け
て
い
く
。
こ
の
内
蔵
寮
を
管
掌
し
た
山
科
の
家
司
を
務
め
た
大
沢
久
守
・
重
胤
の
日
記
『
山
科
家
礼
記』
に
よ
る
と
、
久
守
は
｢
次｣
｢
次｣
と
記
述
を
改
め
て
い
く
が
、
重
胤
の
代
に
な
る
と
一
打
ち
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
初
め
の
こ
ろ
は
最
初
の
条
に
一
打
ち
し
な
い
場
合
も
多
い
が
、
や
が
て
主
家
と
同
じ
よ
う
に
一
打
ち
書
き
に
統
一
さ
れ
て
い
く
。
近
世
に
な
る
と
頻
出
す
る
一
打
ち
書
き
の
形
式
の
日
記
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
。｣
な
お
、
奈
良
春
日
社
社
司
の
中
臣
(
東
地
井)
祐
範
(
一
五
四
二
一
六
二
三)
の
『
中
臣
祐
範
記』
の
よ
う
に
、
記
事
の
条
文
の
上
に
加
え
、
大
半
の
日
付
の
上
に
も
｢
一｣
を
打
つ
も
の
も
あ
り
、
一
打
ち
の
｢
一｣
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
記
の
記
主
や
読
み
手
が
、
こ
の
｢
一｣
を
実
際
に
｢
ひ
と
つ
(
も
し
く
は
イ
チ)｣
と
読
ん
だ
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
不
読
で
、
新
た
な
記
事
で
あ
る
こ
と
を
示
す
単
な
る
記
号
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
代
に
お
け
る
社
訓
の
読
み
上
げ
で
は
｢
ひ
と
つ
、
…
…
。
ひ
と
つ
、
…
…｣
と
音
声
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
(
社
訓
の
件
に
つ
い
て
は
、
前
田
均
氏
の
ご
教
示
に
よ
る)
。
(
６)
林
屋
(
一
九
七
五)
は
、
社
会
的
変
革
の
｢
第
一
の
波
は
治
承
・
寿
永
の
内
乱
で
あ
り
、｣
｢
第
二
の
波
こ
そ
は
、
南
北
朝
内
乱
期
で
あ
る｣
と
し
て
い
る
。
(
７)
引
用
に
際
し
中
略
し
た
部
分
で
は
、
日
記
の
利
用
低
下
(
情
報
装
置
と
し
て
の
機
能
の
喪
失)
に
つ
い
て
、｢
山
科
家
は
、
南
北
朝
期
の
教
言
以
降
、
教
興
・
言
国
・
言
継
・
言
経
・
言
緒
と
代
々
の
日
記
が
か
な
り
の
分
量
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
前
代
の
よ
う
に
父
祖
の
日
記
を
儀
式
な
ど
に
引
勘
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
言
経
及
び
そ
の
子
言
緒
の
日
記
で
、
言
継
の
日
記
が
｢
老
父
卿
御
記｣
｢
祖
父
言
継
日
次
記｣
な
ど
と
引
勘
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
引
勘
す
べ
き
公
事
情
報
も
、
そ
れ
を
引
勘
す
べ
き
儀
式
の
場
も
限
ら
れ
て
い
る
以
上
、｢
家｣
内
部
で
も
日
記
に
記
さ
れ
た
情
報
が
交
換
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る｣
と
の
説
明
が
あ
る
。
ま
た
、
松
薗
(
二
〇
〇
六)
の
終
章
｢
王
朝
日
記
の
黄
昏｣
等
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
高
橋
秀
樹
(
二
〇
〇
五)
は
、
そ
の
第
一
部
第
二
章
の
｢
三
公
事
の
変
質
と
日
記｣
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
｢
中
世
貴
族
の
日
記
を
通
覧
す
る
と
、
南
北
朝
期
を
境
に
鎌
倉
時
代
以
76
前
の
日
記
と
室
町
時
代
の
日
記
と
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
文
体
が
漢
文
的
な
語
順
か
ら
や
や
日
本
語
的
な
語
順
に
近
く
な
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
質
的
な
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
中
世
前
期
の
日
記
に
記
さ
れ
た
蔵
人
・
弁
官
の
精
勤
ぶ
り
を
見
慣
れ
た
目
で
、
禁
裏
小
番
で
内
裏
に
宿
直
し
な
が
ら
、
酒
宴
や
和
歌
・
連
歌
に
興
じ
る
室
町
時
代
の
公
家
た
ち
の
日
々
の
記
録
を
見
る
と
、
か
な
り
の
違
和
感
が
あ
る
。
ま
た
『
薩
戒
記』
や
『
建
内
記』
に
見
え
る
朝
儀
の
記
事
に
は
、
政
務
の
本
質
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
歩
儀
の
足
の
運
び
方
や
紙
の
持
ち
方
な
ど
へ
の
異
常
な
ま
で
の
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
以
前
の
日
記
と
室
町
時
代
の
日
記
と
で
は
、
日
記
の
本
質
が
変
わ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
…
中
略
…
恒
例
・
臨
時
の
節
会
や
年
中
行
事
の
遂
行
が
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
の
公
事
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
儀
式
・
行
事
が
衰
退
し
て
い
く
な
か
で
、
知
識
を
駆
使
し
て
数
少
な
い
儀
式
を
形
通
り
に
行
お
う
と
し
た
り
、
天
皇
に
仕
え
る
こ
と
が
禁
裏
小
番
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
勤
め
る
こ
と
が
公
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
重
要
な
公
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
を
示
す
も
の
で
、
公
事
の
性
格
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
違
い
な
の
で
あ
ろ
う
。
古
記
録
(
日
記)
の
本
質
が
公
事
の
記
録
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。｣
本
稿
の
三
(
一)
で
例
文
を
掲
げ
た
よ
う
に
、『
薩
戒
記』
や
『
建
内
記』
に
も
｢
為
後
鑑｣
｢
為
子
孫｣
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
ら
え
方
は
、
あ
る
程
度
首
肯
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
記
録
(
日
記)
の
本
質
に
は
変
化
が
な
い
と
の
立
場
を
採
る
に
し
て
も
、
室
町
期
の
日
記
が
、
子
孫
た
ち
に
参
照
・
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
自
体
は
動
か
な
い
。
ま
た
、
ま
っ
た
く
公
事
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
身
辺
の
雑
事
に
つ
い
て
の
記
述
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
(
８)
た
だ
し
、
鷲
尾
隆
康
(
一
四
八
五
一
五
三
三)
の
『
二
水
記』
は
、
家
職
で
あ
っ
た
神
楽
・
雅
楽
に
つ
い
て
詳
し
く
記
録
し
て
お
り
、
後
陽
成
天
皇
の
勅
命
に
よ
る
禁
裏
書
写
本
な
ど
多
数
の
写
本
が
作
成
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
例
も
あ
る
。
(
９)
近
世
の
も
の
で
も
、
勧
修
寺
光
豊
(
一
五
七
五
〜
一
六
一
二)
の
『
光
豊
公
記』
で
は
、
朱
筆
で
首
書
が
付
さ
れ
て
い
る
(
京
都
大
学
総
合
博
物
館
編
(
二
〇
〇
三)
図
版
１
、
参
照)
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
日
記
に
つ
い
て
、
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
(
)
飯
倉
晴
武
(
一
九
九
五)
に
よ
る
。
同
様
の
記
述
は
『
国
史
大
辞
典』
の
｢
と
き
く
に
き
ょ
う
き
(
言
国
卿
記)｣
の
項
(
飯
倉
晴
武
執
筆)
に
も
あ
る
。
(
)
馬
場
萬
夫
編
(
二
〇
〇
五)
｢
通
誠
公
記｣
の
項
参
照
。
(
)
坂
詰
力
治
(
二
〇
一
一)
参
照
。
(
)
反
復
表
現
(
反
復
法)
の
口
頭
語
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
後
藤
英
次
(
二
〇
一
五)
で
言
及
し
た
。
(
)
鴨
下
信
一
(
一
九
九
九)
一
〇
頁
。
(
)
荒
川
洋
治
(
二
〇
〇
二)
↓
荒
川
(
二
〇
一
〇)
一
五
八
頁
。
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い
ず
れ
も
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
漢
字
を
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
仮
名
の
小
字
は
大
字
に
改
め
た
。
(
文
学
部
教
授)
79
